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・2・Developingfromtheauthor，琴methodsintheformerreport－a 

was newly determined．Thi＄differs con云iderablyfromthoserecordedinexi＄tingliterature．  

3．Importance beingattachedto the freslmes＄Ofbasic material＄（rice straw畠 aTldbadey ＄t－   
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■，ト eIphosphate andlton of straws，Wllichindicated thelarge＄t CrOp．  

Thelargest cropin the cave rFaChed to2・51bs・perlsq・ft・・themeanvalueof the  

growingbed of2ヰOsq．ft．，and皿ean CrOp Of720＄q．ft．vQa＄2．31b＄．perl．sq．ft．  

Additionofpotas＄iumfertili2；erS prOVedtohavenoeffectt）pOnincrease．  ・■   
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ヒ・Throughthecomparative cultureofforeignmade＄pawnwithordinalkinds，theirqualities  

aTld the mutualdifference of yields were compared，and accordingly theimportance of  

＄train－＄electionwas acknowledged．  
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l∴米国の栽埠状況と合成堆肥栽埼の近代方式を紹介した。  

≧をの栽増法の収量は呼方択2．0封慶である。  
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筆者の蘭報告の方式を発展し新に有利な方式を決定した。  

れは従来の丈顧記戯と可成相異する。  

蔭材の新鮮慶の重要性を霞め、藁1屯に7．73kgの窒素、30kgの過燐酸石衣を配合した合成堆弛  
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が最高牧童を示した。最高牧唾量は栽増床240平方択の平均値1平方択2・5封慶に達し、720平   

沢の平均牧棲畳は1平方択2・3封慶であった。  

（亜 加重肥料の添加は増収新兵を蘭めなかった0  

（5）外国製種菌を此絞埠養し、在来種と品質、発生量の差異を比改し系統遠軽のま要性を醒めた竃   

緒  

海外の†ツシュルームエ業は大工業化ざれつゝある。米英仏更らには北欧諸国の近時の発展巧  
者なものがあり、特に米国は逐年の需要の増大にて生産もまた急速度に増加している。29PO万頭  

択の栽培尉こ数千の大小栽噂者が従軍レている0これが300万ドルと評価され、マッシュル‾ 
彗  

臥れに削れる。マッシュル‾蘭酢酬刷 

腰る事業の仝価値は5抑0万ドルである。裁堵と確詩に豪族も含めて約8万名が関係をもってい．召 冨孟芸：芸苧肇  
シー放生清水準には高かすぎるので必要時に新鮮生茸で買い得ない階級には廉いスープ練詩（  

に不適格晶、破片、琴朽で作られた）が事ばれている。  、  

、   

マッシュルームエ菓は一段の噂さ笹安定性のある無条件の繁昌を享受るものではない。年額 Ll  

段の変動があり文部分明であるが牧種ゐ失敗が何か未知の原困で起ることが決して稀れでなむ委  

然しこのエ菓を昇鮒ける明い軒もある。米国にはマツシルームの如何な形式のものも ■  

たことのない豪産が無数にあることで将来は現在の生産を造に上取って需めら中る可能性が  

叉より良き且つ更に安定した栽埼法が実用化されつゝある。これによ少失敗の危険は確実に  

いる○  
■→  

以上によ少最近の米国のマッシュルーム栽堵の動向が知られる。  ：室  

さて著者は柑50年にマッシュルーム栽培の弟一報⑨を報告した。  

この栽埼方式にて＝三の地方で商葉的規模に実施しているが、収穫率の一層の増大が絶え篭                                                                                                                                                              ′‡  

′ されている。これに副うべく新方式を探索したが幸いな結果を得た。又今後東らに増収のや   

あ少そうに息える。   

本稿にはこれを羊密掛二関連する蛮素量、形態、燐酸量、加里塩の影響、基材風化の影響  

菌の成績等を検紆した結果を報告する。  

仏英米三種嘗は当校志賀岩雄氏の取計いで英国セ「ルチルニー商会レバー氏の御好意あ感  

で各国よ師直接取寄せられたもの、  

瑞典＝系は滋賀県老上村大神正徳氏より分譲されたものである。床栽埠試験叩日市弼  

氏、 

。s与に預つ雪  
＿ 50 ＿   



†  

一部を紹介する0   

海外の新研究①⑨  

－最近A・‘M・Kligmln氏①（195〕）はマッシュルーム栽埼の合成堆肥を大要次の如く鋭明している。  

検械刀鴎馬力に代った現在馬肥の供給は確実に減少した。品質は劣性化し、価格は高い。馬肥の  

供給が無意味になる時代の訪れるのも最早左程遠くない。このような虎騰から最重要な問題として  

代用の合成品へ発展した。これには植物性繊維を基材とし、種々な無機の添加物と蛋白含有物の適  

畳を配合せる大体剤巴類似の増額物を作り上ける。  

合成肥は現在大栽培者により実際的で採用するに足ると証明されている。勿論多くの残された点  

もあるが現在にては既に現実のものとなり、将束可能性をもった実験的計画ではなくなった。   

今や艮隷ある栽培者は将来の避け掛、要求に備えて合成肥料で試作を始める必要を羅めているこ  

ことと思う。収穫は現在既に1平方択当り2封虔（坪当8貫640匁）串達し．ている。   

この方面の主な普及者はE・B・Lamb二rt氏、B．B．Stoll三E氏、J．W．Sinden氏である。  

習作者は初め非常に保守的にこの間題に接近した。即ち合成肥料と馬糞とを混合する方法を採用  

拉た。その結果混合物の3分の1及び3分の2までも合成肥料であった時にも収穫は馬糞のみの場  
、▲  

強と同成績であると明らかに証明された。これは馬糞供給量の引伸しとなり栽培者はこの方法で危  

：なしに合成堆肥を製造し得て100％合成堆肥に安全に且つ徐々に切換え得る。  

翫oner氏は次の如く巧に仮雇ルている。即ち合成堆肥中に集積すべき各種の成分は堆肥とマツ  

ユルー ムの無機質の組成の分析で理論的に決定レ得る。この見解にては堆肥中の蛮素、加皇、勝  

星がマゝシェルーム成育の適合性を決定する。この故にマッシュルーム中のこれら元素の量が知  

ると如何な都合で堆肥中に含有せしむべきか予知し得るとした。この見解が全く正当で吊るとす  

七問題は簡易化されるが実験の結集はこの仮説盈充分には支持しなかった。  

嘩的構成のみならず物理的性質が堆肥の性質に大いに影響を与えた立夏らにSinden氏の指摘  

姦ところでは炭素として供給された窒素は或る量加えられた時最適であるが、芳し同一畳シアナ  

如態で加えられるとこの量は最遠ではなくなり反って曹になる。それ故加えられる窒素の処方  
ごL 

みならすその化学構造が重要である。更に堆肥の構成とその内部の生物学上の活性は理論的計  

するには余机こも復姓すぎる。  

成の第二着手はSindenによ力行われた経験と実地であ．って度々の試作と失敗から好適な組成・  

した。この方法は効果が著しかった占  

削巴料のもつ大圏雑の一つは気候、堆積物の取扱上の緻差から甚大な影響を受けない様な一定  

）コンポスト（Compo＄t）を得ることである。ペンシルバこ7大学での最初の合成形式はStr細  

穀類から作られ、しぼしば速製に失敗し、且つ馬糞の性質に距っていた。  

iし最近の形式ではこの鉄点を大いに改めている。  

はStrawは単にコンポストの§填め物〝に過ぎすマッシュルームの食物としての重要性の  

ぁと推測されていたこともあった。しかしStrawは炭素の童顔であカ、マッシュルームを  

ー う1－   



成長させる基礎物質である。更らに馬糞性必ずしも厩肥の主要部ではない○囁藁が炭でよく滞  

れると席糞を多量た含んだ脚巴と同一生産能力を持づている。   

最近ペンシルバこ7大学で考奏された形式は良い収穫をあけ且つ一筋歳時者にも実行し易い  

である。こ甲形式ではコーン（Corふ）重文曙橋軸と小麦案文は乾草の混合物を基材としている  

麦藁のみでは山硬は弛る過ぎ内部に空気が透り過ぎるため堆領物の発熱が妨けられる。叉コ「  

のみで隠密な塊となり滞れたものになり易い。両者の混合物が夫々単⊥の場合に勝っている■○ 

の比率は余り厳密に問題にならないが、藁が塊から揚程度合んだ混合物が適当である○一枚l  

のコーン萱に2部の藁が推奨さ叫ている○  

蛮素は炭素、石女窒素或は硝安として適量供給される。注意すべきは配合の順序である○  
従って重義  蛮素は明らかに収穫を滅ずる。それ故処方量が正確に加えられなければならない○   

重畳を知るためにコーン糞と藁の重畳を知らねばならない。しかしこれも芳田こ厄介なことで  
●   

加えられる皇索の速急は蛮素渡により変る。   

或る種の茸自質が組合せられねばならない。これにほビール粕、小麦、ヲイ麦、穀、大壷  

る。食用に不適の魯や妖点ある穀物が安価な現有利に利用出来る。添加量鱒ある限度内で  

る。  

Stdler氏の集魚は合成堆肥に加里を加えた時の価値を明らかにしたq その後これはSin4  

1より改めら重た。通常の馬肥は十分量の加皇を含んでいるのでこれ以上の添加は不必要で ■  

た馬肥に市販の肥料を添加してこれにより引出される利益は明らかに苧れていない。加塵  

素ではなく、コ㌣ポスト中の或程度の過剰畳は有事でない○  

或る研究者は合成コンポストに弊の添加を捷喝しているが、この元素の適当畳は蛋白質  

れているので燐の添加は合理的でない。   

石膏は徳ての形式ゐコムポストに有効である。それは堆積物の物理的性質によい影響  
pHを引下けるためである。   

堆積期間に関する何等正確な静拠は与えられていない。一役に15日一別日が適当であ  

堆積鱒明らかに牧種を波ずる故避けるべきである。堅い長い麦藁から作られた堆積は掛  

ら遣られた堆積よカ某に多く切換されなければならない。斯様な技術上の変化は経験かj  

．、なり自と判ってくる○  

特に知っておくぺきことほSinden氏の研究によると、35日の堆積で最初の重量¢   

われるが14日の場合は20％であったことである。基材の実質的揖失から勿論牧畳をも   
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iンボス＝にては石膏の添加によりpHを8・5から7・7に引下けている○石膏なしのコ㌔   

量ほ石膏で潮巷されたそれの％に止っていたことである。  

Sirlden氏の最後l的方式を示すとノ次の如くである。コ㌣ポろト1屯に対する割合を以  

玉萄黍重文は穂軸  

小麦英文は乾草  
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石衣窒素  

塩化加里  

石  膏  

穀 類（次の内一種）  

30封虔  

15「25封慶  

30－35封慶  

200－ヰ00封虔・  

ビール和文はアルコール粕・100－200封慶  

，一ン萱と藁の硬込は10沢の巾で5択の高さにする。この時水を充分に撒き足で踏みらける。≡  

■．牒後他の成分を垂部表掛こ撒き充分混合し鍵換えする。数日中には顎熟する管である。次の切換え  

▲ 与匹卜聞礫に行う。次週に帯革回目の切換えをしてその後造席する。   
岬鱒幻以下で混和な香少がすれぼ寄合に入れる。然しこの堆積日数ほ固斉したものではない。  

1t 拍押掛二錬れに24日臥上必要なこともある。然し長期に王る堆横は生産能力を滅ずることを忘れて  

乏卿、けない。  

鼓■経験を積んで初めて堆積の適期加わかるもので合成肥は馬糞より軽く充分分解されてい畠様には  

ない。加えて湿っている様に感じない。コ・ンポストの適応度の評価は簡単には馬糞と比較出来  

造膵彼の作業は馬糞と金く同一である。12「24時間、135一班肝で殺革するのがpE8．0以下ゐ時  

十股に適当している。pHが乱0以下であると営舎は出来るだけ早く冷し種を植える。  

由血氏は合成堆肥の製造尿舶材料と労力とを食めて準意深く明細に調べている。氏は平方  

当カのコストは馬糞と周じであると結論レた。屯当生産智ほ馬糞忙比べて高いが合成堆肥が2－4  

⑯多くの床面積を充すことからこ叫は征服出来る。この栽培者の経験は掛こ合成肥が発展途上の  

にも金く英用的であると感ぜしめるに至った。これは確かにもつと気弱の栽糟者をして試み  

く勇気付けた。  

軌こ放てほ英国†ツシェルーム生産組合のEd耶一由博士の掃導のもとた非常に清溌な研究が行  

駅コンポストが英用されている。以上の如くmgman氏は結んでいる。  

よ少前1941年E・鼠Lam桓t氏◎は次の藷物質から作製した合成肥は数多の試作中最高牧穫  

阜報告している。その組成は次の如くである。  

1  ′     ＼  

‘ ■   

10〇0封慶  

2000－3000封慶  

10封慶  

40封摩  

20封  

40封康  
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J   

土  50J封慶  

属糞  100封虔  

更らに仏国に放てはA．D，emdon氏が永年研究を託けて来たが1941年小麦又はオート麦から  

分解に無機窒素のみを添加して製造した合成肥で馬糞に代用出来た。藁は十分分解し、pH6・5、  

分弧ヰ％を含ませた。無水物に対し10－15％のペ 

腐蝕酸を含んだ合成肥は滞足すべきものであった。l屯の熟成堆肥に0・5kgの窒素を尿素又は  

の形で加えること如最良の鹿渡を得るのに必要であった。   

費験の部  

・窒素を高度に添加した栽埼（昇一報に統）・   

、No・15堆肥の形式   

この堆肥め製造法は第一報に記したiここを士は組成と熟成後の性状を穐ける。  

轟藁0．6屯 麦藁0．6屯 硫安12kg 尿素Ⅰ2kg 通弊酸石灰9．6短 石膏1叫kg 消石灰4・2k鐘  

作成し、堆硬日数30日、切換4回熟成複の水分69．8％、粗灰分壱7．2％pHア・1。  

＝、収 穫  

熟成堆肥 0．㍊5屯を93平方択た遣床した時の収穫高  

累計封慶   

0   

71．5   

8臥0   

111．3   

145．6   

189．8  

月 日   

12 12  

Z6●   

1．6   

1 26   

215  

3‘3  

三、結果の考察  

・牧量は1平方沢2．1封虔簸でこれを坪当収量に換算すれば9貫100匁に相当し比佼的艮幻  

茸の形状ほ一役に良く頭部は厚みをもった円形、柄部は太く短い。大形晶になる傾向が強く  

は破れ稚かった。頭部ほ淡い鴇色に曹色していた。   

蛮素及燐訝を高度に轟加した歳埼   

一、辞料の作製   

試料は新鮮噸3．6屯に対し賃一報に類似方漁で石灰崇素36短，尿素18kg，硫安58k寧  

酸石衣1ロ葦旺gを混合して堆積しキ。  
バ
．
∴
、
、
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本堆肥は冬季間の堆硬であったが直接外気に当らない平均気温IC亡C内外の童内で巾ヰ  

択長さ7択を単位とした山積とし、酵辟分解せしめた。堆積日数は40日i切換5回避犀  
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の水分73．さ％、粗衣分34．9％、pH7．4。最終堆積の際会畳を一山硬とし外側にB．且C・粉剤  

布した壊7日にしT遣床少した。  

＿ う4 ＿  
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二、発生の経過  

熟成壊巾4択の長い床を造少直ちに4列に可成少深い孔を穿ち床層の中間に達する位置に硬膏を  

繹えた。覆土は粘性の勝った新鮮赤土に消石衣を混合し厚さ約1・5吋に覆う。作業日その他次の叫．  

くである○  

梓擾日  夜土日  発茸日  平均床温   

2月22日  3月15日  4月7日  160C  

接種一発茸   
期間  

45日   

三、収 穫   

栽培床ほ金堆肥を同量宛3介し、各240平方択3区に作成した。収穫高は3区夫々を比較した。  

新鮮藁1・2屯に対する牧量を封虔にて声せば次の如くである○  

採取期間（日）  牧種高（兵計）  

第l区  弗2区  弗3区  

0  0封慶  0封慶  0封虔  

30  2－79．5  358．0  291．3  

60  502．1  579．＄  500．2  
●   

四、結果の考察  

発生茸は肥えた大形晶で柄部の太く短いものが多く頭部は梢着色していた。写芭生の初期にこの健二 

何が強かった。菌膜ほ破れ稚く、アクは少なかった。概して品質は良かった。この裁埼で最も危惧 

∴したのは接種時に熟成肥の一粗卒分が3ヰ・9％に善して所謂〃増菌過ぎ′，の様相■をみたことである。こ  

これは多量の窒素の添加と比餃的温暖な堂内に堆積したので意外に早く発熱し、且づ長く高温ア10C■  

漣持続したためである。叉基材が新鮮稽藁のみであったことも堆積状態が密とな少分解が予測臥ヒ 

l■ヽ■▼ 法に速かであった原因である。この長め堆肥の適応度を予め察知する必婁から試験管による小試験を  

■番ったが、試験管内の菌糸の発育は囁詞且速かで接種後柑日（250）にて写真Ⅰの状態を示し良好  

もぁった。叉最初の危倶に反して結集は1平方択2．5封虔で著者の試作中最高の収穫率を哀した。  

掬して一般の見軌こよれぼ、斯様に有機質の損耗した堆肥は牧榛を滅ずるが当裁と見徹され七い声  

ゝ・らこれは多量に配合された蛮素と燐酸分が甚だ有効に反応したものと考えるのが妥当のようであ  

成分の強化による影響  

本試験は好結果を示さなかった。  

さ≡ノー、試料の作製 J 
■  

㌢新鮮積寒1．28屯、石衣窒素12kg、尿素12kg、疏安20kg、過弊酸石衣48kgにて堆硬し、切換す回  
ノ■   

隕日数75日・、水分65．7％粗衣分35．2％、pH7．4の堆肥を以て造床し榛準区とし、これに馬尿酸0．3  

、，塩化加畳0．46％、硫酸加皇0．堤％を夫々撒布により添加し、3種の堆肥を作製した。  

＝、苛糸の発育  

－ うぅ －  



ABCD共に同一増車基、白線下部附近に接種  
BDは内部に潜行中なり。  

写
 
真
 
∬
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本試験用試料は15Cgの樟準堆肥に対し上記濃度に馬尿酸（加皇塩として辞解）二塩化加皇、硫勤  

鼻を夫々噴熟こよ鋸混合・した。  

260Cの辞験管中にては可成明瞭な遅速の差を示した。接種後3相経過後の常糸の動きは写真旺  

l 示す如くでは梼準区、2はグ■リココール0・2％安息香酸OJ％区、3は馬尿酸区ヽ針は尉ヒ加皇区も 

5は硫酸加塵区。発育順は4→5→Ⅰ→3→之であった。2のグリココール安息香酸区は重く成長しな  

かつた○   

三、岸裁埼（螢光燈使用）  

、r 屏裁埼では試験管嘩養と臭った結果を示した。同日に凄種、覆土し牢ものの発生までの日払・∵寵  
生揆50日間の甲一浪増野横の顎生畳を．比較すると次の如くである。  

顎生迄の日数  発生量（％）   

樗■準 区  45   

一馬尿酸区  わ  

塩化加重区  50 ■  

硫酸加皇区  ヰ5  

四、結果の考察  

100   

106  

6ヰ   

IO3   

試験管埼着で塩化加皇区の優勢な発育にも係らず、床栽堵で曙これに反した結果と鱒少、発生隠  

避れ、収穫が標準区に替るしく劣った。硫酸加皇区の発生時乱発生量は樟準区に殆んど同成績や  

－ぁったが、発生茸の品質政標準区に稽劉、小形に終る傾向が強かった。一揆に之等成分の細道  

：、‾．・ん 馬尿酸区も同様、発生茸の品質、発生量に何等見るべき効臭を示さなかった。文鳥尿酸の市価は晦  
廉ならす、一役の使用に適さない。本試験濫正当研究宝の合成品を使用した・  一 

′◆ 

腐朽材料による栽埼  
リ・ 
∴ヽ 

雲
 
 

た
 
・
 
 

㌧
．
．
－
 
 
√
∵
∵
正
 
 

舎軸こ保管された藁と野外に触れたものとは品質の差が現われる管であるが、兵家の習慣1嘩義  

し一－ヽ は田畑附近に長期置かれる。この状態の藁を基材に使用する時の成韻を知る必婁がある。試験期鳴  
8月2紬‾5月11日  

－、試料の作袈  、莞  
、、3 

詰責 3：諾意‡触ほ鮮時の経で、稽藁は9ケ月麦結jケ月間故意に野欄土上に郎磯                                                                                 ＝  
t・l  

解散石衣14kgの配合で切換3臥堆積日数36日とした。堆顎期間中の発熱慶は低調であった。。癖∴ く積み、風雨にあてた。従って使用時には可成相宿していた。これに硫安彪鱒、滑石衣2教gノ廻ぷ ム‘  
成後は水分61・0％、粗衣分弓6．6％、愛東2．Ⅰ％、pH7．陀示した。   

＝、牧穫量  

種の植付後発生までの期間は糾日、その後、12月23甲－5月11日間の収倭畳ほ1平方釈当恒・55  
封度であった。  

≡、結奥の考察  

ー 37－   



熟成壊の堆肥には全く粘性なくバサバサした手触りのものであった。裁埼期間中の室温は14一】  

革、床温は14－18慶で激変ほ特に注意した。しかし常茸の発生が意外に遅れ、発生状態も黄生すJ  

た至らす低調であった。熟成堆肥に有機性有効成分が訣けたためであろうか。この様な基材は使1  
不可能ではないにしても好ましいものでない。   

外国製痩菌による栽埼（予報）  

．既往の試験で埼羞基の最適条件は大体確定した。マッシュルーム親指には一役に育ちより系紙  

†層重大であると晋われるので今回ほ各種種菌別の栽埼を読みた。試験期4月－7月  

き  

ーー、試料の作製⊥義芸  “′：・  
ほ犀栽埠で在来種と比絞し、米国、英国系は入手時期の関係で発芽試験に止めた。   

使用堆肥の作製  

肇
感
瀾
瀾
 
 新噸楓右脚恥尿素1独’掛4kg’通弊石狗脚臥堆日 

甲にて製造し、熟成後のp田・4であった。これより栽増床由呼芳沢を遣り接種した。 

＝、発 生  

仏囲種  瑞典白色  瑞典鴇色  在来種   

接種一発生廟間  35日  35日  35日  40日   

発生琴50日間の  0・80   1・68  1・詔  1・50   

発生量 封慶／平方呪   

床温、皇温は大体170C   

三、結果の考察．  

っている。外国種と在来種の大体の比較値は次の如くなる。   

－ －」牧畳順位  璃典鴇色→璃典白色→在来種→仏囲種  

綜合品質順位  仏国療→在来種一端典自→瑞典祐  

感
瀾
瀾
瀾
瀾
髄
 
 

綜合考察 

哀甲究は牧靴高掴で行ったもので増募琴を改甲る方法品種ふ系鵬紗  
を採った。   

増募基の改良に閲し第一報に報告した方式を基礎とし、これに＝三の変更を加えた。■免倭  ン
 
 
 
 
 
｝
 

一
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索盤を革 1屯当6・43kgに増し牧畳の増加する傾向を見出し、次に宝棄を1屯当7・73kgに増すと同  

掛二過燐酸石衣を30kgに増量して夏らに収穫を増し、1平方沢2・5封慶を得た。この事実により前  

線の過燐酸石衣の適量を訂正する必衰が生じた。この方或は従来の文献の見解と甚だ異るが、発生  

芳がバ閻こ無数に輩生するとか。短期間に発生が終止する敵点はなかった。この方式の熟成堆肥が  

汎9％の粗衣分を持っていたことは分解度の進み過ぎで有機質の莫大な境粍を来していた。而も高  

牧童であったpこの点を堆積期間を短縮するか、異種の基材を混合して分解虔を調整するかの方法  

を搾れば夏草収穫を増す可能性がありそうである。窒素燐酸の添加量ほ変更する必要はないものと  

確侍する○   

著者は配合窒素を単一形鱒でなく、石衣窒素、硫安、炭素、馬尿酸として適当な組合せで使用し  

たが、配合比率と添加時期が問題となるが、この方式が有利と信じている。   

宿朽材料は堆積期間中の繊状態悪く明瞭に収穫減を示した堪糖炉の流失が主な厚内であろう。  

加里分の添加が鱒爵祝さ坤ている■が、これは小試験では長藤苧れたが、床栽埼の椿果では塩化如上㌦  

里硫酸加皇の何れも、発生量、品質共に効果を認めず、反って専作用を示した。   

厳頸及賓自質ほ使用しなかった。之等が文献の報ずる如くま要不可妖の成分であっても我が国の  

【・牒絆でほ到底康用不可能である。  
l   

使用の覆土の問題には金く触れなかった。栽埼の現地に放て著者の感覚で選持した。．これが今壊‘  

i．の検討によっても増牧が期待される。  

一 仏国系、瑞典系と我が国在来種間に明確な差異を見出すことは品質、収穫率に更に良い結果を生  

ずる可能睡大なるを示唆している。  

・臥上を蘇合して増牧の機会は未だ可成多方面に埋れている。  

∴義博の一部に事象駆除の目的で144q立方吠の裁増量の一隅をゴOw青色螢光燈を取付け連続36抑専′  

滴照射して試験し、無数の昆虫群を集めて除去し得た。写芭生茸には何等異状を密めなかつ牢故木方 

潜は昏島除に有効であると息われる。  

1
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－
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